
豊通労災会 会員限定
職長教育研修のご案内

特に研修を行うべき業種（労働安全衛生法施行令第19条）

研修の特徴
(1) ①本研修は、労働安全衛生法第60条に規定された法定教育となります。

②事業場の安全衛生は職長等現場監督者がキーパーソンとなるとの観点から、同法第60条で監督者に
対し業務遂行上の必要な事項について教育すべきこととしてその実施が事業者に義務づけられています。

③労働安全衛生規則第40条で、11科目12時間以上の教育を実施することを定めています。
④２日間の研修受講後に終了証を即日発行し手交します。（２日間の全てのスケジュール受講が条件）

＜労働安全衛生法第60条抜粋＞
新たに職務につくこととなった職長その他の作業中の労働者を直接指導又は監督する者に対し、次の事項に
ついて、厚生労働省令で定めるところにより、安全又は衛生のための教育を行なわなければならない。

(2) ヒヤリハット・危険予知・リスクアセスメント等の安全活動を体系的に学ぶことができます。
(3) 座学のみならず、受講者参加型のグループワークも数多く盛り込んでおり、グループワークを通じ現場力の向上に

つながります。
(4) 通常有料の職長教育研修を、豊通労災会会員の皆様は1社2名まで無料にて受講申し込みが可能です。
＊申込が定員数を超える場合は抽選となります。ただし状況等により定員数を調整させて頂く場合もございます。
＊最低催行人数が8名となります。受講者数が7名以下となる場合は、研修中止となりますこと、ご了承ください。

(注意)受講者は、本研修中、マスク（常時）およびビニール手袋（グループワーク時）を着用ください。
研修初日、受講者にマスク・ビニール手袋を受講者に配布いたします。
講師は、常時マスクを着用いたしますので、何卒ご理解願います。

研修の対象

照会先：豊通労災会事務局
〒453-6129 名古屋市中村区平池町4-60-12 グローバルゲート29Ｆ
TEL: 052-584-4703      
E-mail: toyotsu-rousaikai@tip.toyotsu.net
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(1)対象業種：全業種（特に、下記に示す労働安全衛生法施行令第19条による職長教育を行うべき業種）
(2)対象層：職長等・労働者を直接指導又は監督する者・今後そのような立場になる者
(3) 対象人数：１社２名まで申し込み可能です

1.建設業
2.製造業 ただし次に掲げるものを除く

イ 食料品・たばこ製造業（化学調味料製造業及び動植物油脂製造業を除く）
ロ 繊維工業（紡績業及び染色整理業を除く）
ハ 衣服その他の繊維製品製造業
ニ 紙加工品製造業（セロファン製造業を除く）
ホ 新聞業、出版業、製本及び印刷物加工業

3.電気業
4.ガス業
5.自動車整備業
6.機械修理業

会員無料（定員３０名）
2022年度第5回
名古屋会場

11月29日（火）・30日（水）



研修スケジュール
研修日程：11月29日（火）30日（水）の2日間
講師： MS＆ADインターリスク総研株式会社のコンサルタント

照会先：豊通労災会事務局
〒453-6129 名古屋市中村区平池町4-60-12 グローバルゲート29Ｆ
TEL: 052-584-4703      
E-mail: toyotsu-rousaikai@tip.toyotsu.net
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時 間 教 科 目
【第１日目】
11月29日（火）
9:30～ 10:00

・開講及びオリエンテーション
・研修概要説明

10:00～11:45 Ⅰ．労働者に対する指導又は監督の方法に関すること
１．安全衛生と職長（監督者）の役割
２．監督及び指示の方法
３．指導及び教育の進め方

11:45～12:45 昼食・休憩
12:45～15:05 Ⅱ．危険性又は有害性等の調査の方法及び結果に基づき講ずる措置（その１）

4．労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）の概要
5．危険性又は有害性等の調査の方法

15:05～17:15 Ⅱ．危険性又は有害性等の調査の方法及び結果に基づき講ずる措置（その２）
6．危険性又は有害性等の調査の結果に基づき講ずる措置（実施・運用）
7．労働災害防止についての関心の保持及び労働者の創意工夫を引き出す方法

【第２日目】
11月30日（水）

9:30～11:45

Ⅲ．作業方法の決定及び労働者の配置に関すること
8．労働者の適正な配置の方法（健康管理を含む）
9．作業手順の定め方
10．作業方法の改善

11:45～12:45 昼食・休憩
12:45～15:15 Ⅳ．作業設備及び作業場所の保守管理に関すること

11．作業設備の安全化
12．作業環境改善の方法及び環境条件の保持
13．安全または衛生のための点検

15:15～17:00 Ⅴ．異常時・災害発生時における措置に関すること
14．異常時・災害発生時における措置
15．災害事例研究

17:00～17:15 ・修了証交付

・閉講及びアンケート記入

研修会場
三井住友海上名古屋ビル（名古屋市中区錦１－２－１ ※会場は２階 ２－０１大会議室）
最寄駅：ＪＲ名古屋駅から徒歩１５分/地下鉄桜通線 国際センター駅３番出口から徒歩３分/

地下鉄鶴舞線 丸の内駅７番出口から徒歩５分
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用下さい。
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